
＜討議内容＞       

 

 

日  時：令和 4 年 9 月 27 日（火） 

場  所：白山台放課後等デイサービスみゅ～みゅ～指導訓練室にて 

出席者：放課後等デイサービス部 全スタッフ 

 

内 容 

 

 職員による評価      令和 4 年 8 月 17 日～令和 4 年 9 月 15 日 

 保護者による評価     令和 4 年 8 月 22 日～令和 4 年 9 月 22 日 

 事業所全体による評価  令和 4 年 9 月 26 日～令和 4 年 9 月 30 日 

 

 

 評価期間を設け、みゅ～みゅ～スタッフで討議を行う。 

 

＜事業所職員＞ 

●業務改善 

 ４・７ 

 

●適切な支援の提供 

 １６・１７ 

 

●関係機関や保護者との連携 

 ２２・２３・２５・２６・２９ 

 

●保護者への説明責任等 

 ３２・３４・３７ 

 

●非常時時の対応 

 ４１・４２ 

 

・以上の項目で「いいえ」評価がついている。どうしても、関係機関、保護者との連携とい

うことで毎年、課題とされるところである。今年の夏に、職員、利用児童生徒のコロナへ

の感染があってから、余計い敏感になりつつある。ただ今後、コロナを要因として何もし

ないということでは決していいものは生まれない。いかに工夫をして改善をしていくかが、

大きな課題となると思われる。創意工夫をして、実施していきたい。 

 

・今年度から『虐待防止委員会』を設置し、事業所内での虐待防止研修、外部講師のリモー

トでの研修を実施しました。他事業所さんと合同で実施し、情報の共有が出来たことが大

きな利点となりました。今後、こうした合同での研修を実施しながら困難事例のケース検

討等も活発に出来ればと考えています。 

 

＜保護者から＞ 

●環境・体制整備 



 １：子どもの活動等のスペースが十分に確保されているか 

はい：１５  どちらともいえない：１  いいえ：０  わからない：０  

⇒基準 1 人 2.41 ㎡はクリアしています。パーソナルスペースは広くとられていると思 

います。 

 

 ２：職員の配置数や専門性は適切であるか 

はい：1４  どちらともいえない：０  いいえ：０  わからない：２ 

⇒当所では、落ち着いた環境での療育、支援が出来るよう、職員の配置を基準以上に 

配置しています。専門的な保育士 3 名、3 年以上の実務経験のある児童指導員が対応 

しています。 

 

 ３：事業所の設備等は、スロープや手すりの設置などバリアフリー化の配慮が適切にな 

されているか 

はい：1４  どちらともいえない：０  いいえ：０  わからない：２ 

⇒既存の建物を使用しています。スロープや、トイレの手すりなどは、設置されていま 

す。 

 

●適切な支援の提供 

 ５：活動プログラムが固定化しないよう工夫されているか 

   はい：1４  どちらともいえない：２  いいえ：０  わからない：０ 

⇒ここでいう活動プログラムとは、事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持って 

行われる個々の活動のことです。子どもの障がい特性や課題、平日/休日/長期休暇の 

別等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることを想定されたものです。 

 学年が上がり、下校時間が遅くなったことで、固定化されたプログラムと捉えがちで 

すが、それぞれの達成状況を見ながら、取り組んでいます。 

  

６：放課後児童クラブや児童館との交流や、障がいのない子どもと活動する機会があるか 

はい：３  どちらともいえない：５  いいえ：１  わからない：７ 

⇒ここは、やはりコロナの影響が大きく、なかなか交流が難しいところもあります。今 

後、何らかの形で、出来るようになればと思います。 

 

●保護者への説明等 

8:日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達の状況や課題について共通 

 理解ができているか 

はい：1５  どちらともいえない：１  いいえ：０  わからない：０ 

⇒連絡帳、及び面談等と通して行っています。 

 

９：保護者に対して面談や育児に関する助言等の支援が行われているか 

はい：1５  どちらともいえない：１  いいえ：０  わからない：０ 

⇒保護者面談は 6 カ月に 1 回、支援目標の見直し時期に伴い実施しています。ある意 

味、我々が保護者様からご家庭での対応方法、声がけに着いて学ぶ姿勢でおります。 

 

 １０：父母の会の活動支援や、保護者会等の開催等により保護者同士の連携が視線され 

 ているか 

  はい：５  どちらともいえない：５  いいえ：１  わからない：５ 



⇒これに関しても、また参観週間などを設けるなど考えていましたが、やはりコロナ感 

染症のことを思うと、何より、子ども達、お母さま方の職場への波及を懸念しておりま 

す。参観週間というよりは、事業所開放をしいつでも見学、子ども達の様子を見に来て 

頂く体制を整えたいと思います。そうすることで、常に我々も見られているという刺激 

にもなります。 

 

１３：定期的に会報やホームページ等で、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報や業務 

 に関する自己評価の結果を子どもや保護者に対して発信しているか 

 はい：1４  どちらともいえない：０  いいえ：０  わからない：２ 

 ⇒その都度、お伝えしておりました。今後は、「家庭でもできる体幹運動」や活動概要、取 

 り組みに関して、みゅ～みゅ～通信としてお届けする予定です。 

 

１４：個人情報に十分に注意しているか 

 はい：1５  どちらともいえない：０  いいえ：０  わからない：１ 

 ⇒十分に注意しています。コンプライアンス研修等も必要と考えています。 

 

●非常時等の対応 

 １６：非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、その他必要な訓練が行われているか 

はい：１５  どちらともいえない：０  いいえ：０  わからない：１ 
⇒年間の避難訓練実施計画を作成し毎月、実施しています。 
自然災害に対する危機意識はもちろんですが、当所では人的エラーを重く受け止めて 
います。送迎車への置き去りで死亡事故もあったことから更に確認を強化していま

す。 
命を預かっての送迎であること。『送迎マニュアル』を作成し全スタッフで共有をしてい 
ます。またアルコールチェッカーを準備し、チェックするようにしています。 

 

プラス面 強み（Strength) 

 

 ・スヌーズレンルーム 

 ・パーソナルスペースの広さ 

 ・多種多様の事業での体験実習が可能（就労プログラム） 

 ・ベテランスタッフ（経験者）の配置で、職員間での学び、絶対的な視点はないこと。あら 

 ゆる方向性から可能性を見出すことが出来ています。 

  

 

マイナス面 弱み（Weakness) 

  

  

 

 

 

 

来年度の目標（改善点） 

 

 ・謙虚さ、学ぶ姿勢を忘れないようにすること。 

 ・もっともっと丁寧な対応を心掛けること。 

 ・コロナ禍の中で、どう社会資源を利用しながらプログラムを組めるか。インクルージョ 

 ンの視点からの活動内容も含め検討する必要がある。 

 ・チームでの課題や活動を心掛ける。 

 ・情報の共有、そして情報の提示を丁寧にしていく。 

 ・事業所内での目標を設定し、それに向けてチームで取り組む。 

 



 

●まとめ 
・去年同様の課題があげられています。コロナの状況を見極めながら、いかに社会資源を 
 利用しながらの取り組みができるかを模索する必要性があります。 
 
・学年が上がることで、支援目標にも変化が出てきます。将来を見据えた取り組みを活発 
 化していければと思います。 
 
・経験が大事。人との関わりの練習のためにも地域の方々とも積極的な関りを持ちたい 
 と思う。 
 
・他事業所との関りが少ないように思います。今年度は、他事業所との合同での研修が出 
 来たことが、大きなメリットでした。 


